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ヘッドライン　「理科」の教育はどう変わるのか 
―小学校・中学校の新学習指導要領の影響―

　新たな学習指導要領は，小学校・中学校とも 2018 年度から移行措置，小学校は 2020 年度
から，中学校は 2021 年度から全面実施と，高等学校（2019 年度から移行措置，2022 年度か
ら年次進行で実施）に先だってスタートを切る。その中で理科，特に物質領域の学習にどの
ような変化が求められているのか。それぞれの立場から解説していただき，理解を深めると
ともに，高等学校，大学への学習にどのような影響があるのか論じたい。

小学校理科・中学校理科はどう変わるのか 
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次号ヘッドライン ビッグデータ・人工知能を利用する新しい化学

　島根大学は松江市と出雲市の 2つのキャンパスに，6学部，5研究科を持ち，文
科系，理科系，医学系のほとんどすべての学問領域を学ぶことができる総合大学で
す。2017 年 4 月に人間科学部，2018 年 4 月には大学院自然科学研究科を設置する
など，大学における機能強化を図りながら発展を続けています。写真の建物は総合
理工学部 3号館で，建物内では理学と工学を総合・融合し，基礎科学から先端応用
技術までバランスの取れた教育と研究を進めています。

表紙の言葉　島根大学総合理工学部 3号館


